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野草スケッチ ヤブレガサ（キク科） 
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ヤブレガサとは面白い名前だ。 

名前の謂れは、初春の芽吹きを見ればわかる。 

まるで唐傘妖怪である。 

この絵では、親子連れ？が立ち止まって、何事か相談しているようにも見える。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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げげげの鬼太郎の世界を連想するのは私だけではあるまい。 

 

ヤブレガサとよく対比されるのが、同じキク科のモミジガサだ。 

モミジガサは、葉を開くとカエデのような形になる。 

ヤブレガサは文字通り破れている。 

両者を対比させるのは、形の面白さからだけではない。 

山菜としての利用価値が違うのだ。 

 

モミジガサは、東北地方でシドケ、スドケなどと呼ばれる、ポピュラーな山菜で

ある。 

対してヤブレガサは毒ではない（食べてみたことがある）が、山菜としては通常

利用されず、市場価値はほとんどゼロであろう。 

山菜採りがいまのような「行楽」ではなく、生活がかかっていた頃には、両者を

キチンと区別することは、学校の勉強よりも大切なことだったに違いない。 

区別するための命名であり、価値観を含めて付けられた名前のような気がする。 

 

そもそも、物の名前というものは、何らかの必要があって付けたものだ。 

植物について言えば、古い時代に付けられた名前は、食用か薬草として利用され

たものだという。 

そのような植物は各地で利用されたためか、方言や異名が多いそうである。 

下って平安の頃になると観賞用の植物にも名前が付けられるようになる。 

食べるだけの生活から、文化的なものに関心を寄せる、ゆとりが出てきた証拠で

あろう。 

古い時代に付けられた名前には、そこはかとないロマンや生活臭があるように思

う。 

 

ところで、ヤブレガサは雑木林の中や林縁に生える。 

稲城市内の雑木林はほとんど歩き回っているが、ヤブレガサに出会えることは稀

である。 

手入れが悪く、篠竹（アズマネザサ）がはびこっているようなところにはまず生

えない。 

人手が過度に加わり、耕地となったところも無理だ。 

半日陰程度の日光と、適度な湿り気のある場所が好みと思われるが、そういう環

境はたいていの植物にとって適地であり、ヤブレガサが生えるための十分条件で

はない。
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結局、ヤブレガサがありそうな場所は、私には謎なのである。 

 

このスケッチは、若葉台駅と稲城駅の中間にある「清水谷戸」で描いた。 

谷戸の奥で植物観察をして、谷戸の入り口まで戻ってきたときだ。 

農道から少し下ったところを流れている川のほとりの木陰にひょっこりと生えて

いた。 

この道は何度も通っているし、川べりへ下りて変わったものが出ていないか、探

したこともある場所である。 

宿根草だし、晩秋まで葉が残っているので、あれば気が付くはずだが、いままで

見過ごしていたのだろうか。不思議だ。 

私には、ヤブレガサがこの日突然現れたように思えてならなかった。 

 

やっぱり、妖怪なのかもしれない。 

（２００１年４月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕２月１９日 多摩美（たまみ）の森 

今年の冬一番の冷え込みという天気予報でしたが、集合時間頃には日差しも強

くなり、風が弱かったこともあって、案外の観察日和となりました。 

京王よみうりランド駅には４２人の参加者が集合しました。前週の下見にも２

５人の参加があったので、本番の観察会はそれほどの参加者はないだろうと思っ

ていたのですが、予想を上回る人数です。 

この日は、いつもリーダーをつとめている広沢さんが欠席のため、林英昭さん

がリーダーをつとめました。 

数年前に作られたよみうりランドに通じる坂道を登り始めます。この道の歩道

には読売ジャイアンツの選手やスタッフのサインと手形をあしらったプレートが

背番号の大きい順に埋められています。８０番台７０番台には原監督をはじめ、

篠塚や斎藤といった往年の名プレーヤーたちの名前が見えます。 

５０番台に入ったところでこの舗装道路から小沢城趾公園へ向かう小径に入り

ます。小沢城は生田緑地の枡形城とともに、稲毛三郎やその子小沢小太郎によっ

て鎌倉を守る防衛ラインとして築城されたそうです。それほど広くはないのです

が、多摩の雑木林の雰囲気がよく残されています。ここでは「冬芽ハンドブック」

を使っての冬芽の同定方法がひとしきり、説明されました。 

ここからは多摩自然遊歩道に沿って歩きます。しばらく坂の多い新興住宅街を

歩いて、寿福寺に向かいます。このお寺は推古朝時代に建立されたと伝えられて



 - 4 - 

いるそうです。その後衰退していたようですが、鎌倉時代に臨済宗のお寺として

再興されたそうです。本堂の破風には平べったい三つ鱗の紋が刻まれているので、

たぶん戦国時代後期には後北条氏の庇護下にあったのでしょう。 

その先の川崎市農業技術支援センター（旧フルーツパーク）で昼食タイム。昼

食後は温室内で育つ熱帯のフルーツを見て回りました。 

午後は、東京ベルディの施設やゴルフ練習場などよみうりランドの諸施設を右

手に見ながら多摩美ふれあいの森に入りました。多摩美は「たまみ」と読む川崎

市麻生区の町の名前です。多くの方が誤解されていたようですが、多摩美術大学

とはまったく関係がありません。多摩美ふれあい広場には、今回の観察会では見

られなかった樹種が植栽されています。林さんから「ここに植栽されている樹木

はほとんど『冬芽ハンドブック』に掲載されている樹種なので、ご自身で同定を

試みてください」と自主観察タイムが設定されたのですが、結局多くの皆さんは、

林さんの後をくっついて説明を聞いていたようです。 

今回の観察会ではチャンチンの木が見られると案内されていたのですが、どう

やら昨年の台風で痛めつけられたらしく、根本から伐採されていました。残念。 

帰路は日本女子大の敷地をとりまくような林の中の道を歩いて、小田急線の読

売ランド前駅まで歩いて解散となりました。 

 

▼観察記録 

モミジイチゴ、ヒメコウゾ、ヤマツツジ、イロハモミジ、イタヤカエデ、ヤマボ

ウシ、ヤマザクラ、ソメイヨシノ、サワフタギ、カマツカ、ヤブムラサキ、ヤマ

コウバシ、クマシデ、クリ、オオモミジ、ムラサキハシドイ（ライラック）、シマ

トネリコ、アジサイ、キヅタ、テイカカズラ、ニガキ、ヌルデ、クサギ、ニガイ

チゴ、ウメ、ヤマハギ、シャリンバイ、サザンカ、ムクゲ、ハウチワカエデ、ナ

ツヅタ、オオイタビ、オオバヤシャブシ、コゴメウツギ、コウヤボウキ、ムラサ

キシキブ、ニワトコ、ヤマグワ、サワグルミ、シンジュ、ハゼノキ、ハクモクレ

ン、ホオノキ、ミズキ、アワブキ、ゴンズイ、エゴノキ、アキグミ、ナツグミ、

クマノミズキ、センニンソウ、ウグイスカグラ 

 

▼観察記録追加（上記以外に下見の際に観察・記録されたもの） 

アオキ、イヌシデ、コブシ、コナラ、アオハダ、アラカシ、アカメガシワ、リン

ゴ、スイカズラ、ビナンカズラ、ウツギ、キンカン、ツタ、キンモクセイ、エノ

キ、オニグルミ、キハダ、メグスリノキ、クヌギ、キブシ、アカシデ、ウワミズ

ザクラ、ミツマタ、ガマズミ、モクレン、マユミ、ハナモモ、シロダモ、ヤツデ、

イボタノキ、トウカエデ、アズマネザサ、ヒサカキ、トウネズミモチ、ケヤキ 
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〔行事予定〕2012/3/25（日） 片倉城址公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ横浜線片倉駅北口 改札口付近 ※会旗目標 

片倉駅の改札口は南口もあります。ご注意下さい  

京王高尾線京王片倉駅から国道１６号線を歩いて公園に来ることが

出来ますが、少し距離があります（５００ｍ位） 

交 通 ＪＲ横浜線をご利用下さい 

行く先 

(解散場所） 

八王子市片倉城址公園、ＪＲ片倉駅ｐｍ３時頃解散予定 

見所 

 その他 

公園内にはカタクリ，アズマイチゲなど、早春の妖精たちが咲き誇

っており、雑木林ではアマナも期待できます  

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース ＪＲ片倉駅前～片倉城址公園～（公園内散策）～広場（昼食）～裏

手の雑木林散策～城址公園～ＪＲ片倉駅  

その後、オプションで八王子みなみ野の雑木林を歩くかもしれませ

ん  

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2012/4/22（日） 千城台（ちしろだい） 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、千葉都市モノレール線千城台北駅 改札口付近 ※会

旗目標 

千城台北駅の改札口は一箇所だけです  

交 通 総武線千葉駅で総武本線に乗り換え、都賀（つが）駅で千葉都市モ

ノレール線に乗り換えます 

行く先 

(解散場所） 

千城台北駅から雑木林の中を観察して歩き、千城台駅 ｐｍ４時頃

解散予定 

見所 

 その他 

キンラン、時期が合えば保存中のクマガイソウが見られるかも 

地 図 

 

コース 千城台北駅→雑木林の中を観察→千城台駅（解散） 

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


